
先天性代謝異常等検査に係る検査機関の変更について 

 

【検査の経緯】 

  １９７７（昭和５２）年 事業開始。直営。５疾患。 

  １９７９（昭和５４）年 先天性甲状腺機能低下症が追加。栄研化学へ委託 

  １９８９（平成元）年  先天性副腎過形成症が追加。栄研化学へ委託 

  １９９３（平成５）年  三重大学へ委託開始。２疾患 

              （先天性甲状腺機能低下症、先天性副腎過形成症） 

  ２０１３（平成２５）年 タンデムマス法（１９疾患のうち１６疾患実施） 

開始。１６疾患及び酵素法（ガラクトース血症） 

は保健環境研究所 

  ２０１８（平成３０）年 ＣＰＴ－２欠損症追加 

 

【平成３０年度現在の検査機関】 

   三重県保健環境研究所 

      タンデムマス法（１７疾患）及び酵素法（ガラクトース血症） 

   三重大学 

      先天性甲状腺機能低下症、先天性副腎過形成症 

 

【他都道府県及び政令指定都市の状況】 

  平成３０年度現在、４７都道府県及び２０政令指定都市のうち、直営で検査

を行ってるのは本県と富山県の２県のみ。 

 

【外部委託に移行する経緯】 

  検査を直営で行っている自治体は本県及び富山県の２県であること、また、 

三重県保健環境研究所の検査機器の老朽化及び県の財政事情等により、外部 

の検査機関に委託。 

  

【平成３１年度以降の検査機関等について】 

  検査機関・・・（検査機関名）一般財団法人岐阜県公衆衛生検査センター 

         （住所）岐阜県岐阜市曙町４丁目６番地 

  契約期間・・・平成３１年４月１日～平成３４年３月３１日（３か年） 
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【検査機関変更に伴う採血医療機関の手続き変更について】 

  詳細については検査機関と打ち合わせを行い、決定予定。 

   

（ろ紙等の配布） 

    平成３１年３月・・・ろ紙、先天性代謝異常等検査申込書及び送付用 

封筒は検査機関から配布。 

 

  （検体の送付先） 

     保健環境研究所等の検査は平成３１年３月２９日（金）に終了。 

検体の送付日及び送付先 

 ●保健環境研究所への送付最終日・・・平成３１年３月２２日（金） 

 ●新たな検査機関への送付開始日・・・平成３１年３月２３日（土） 

 

 

【今後採血医療機関への周知】 

   


